地方独立行政法人大阪府立病院機構　平成20事業年度の業務実績に関する評価結果（素案）作成に係る主な意見と記載内容
	大項目
	病院部会等における意見
	記　載　内　容

	2

全体評価
	○　今回は、不良債務の解消に向かって計画どおりに実績を上げた。今後も、さらなる経営効率の改善に努めるなど継続的な取組みに期待したい。
	· 「評価にあたっての意見、指摘等」（4ページ）に記載

	3-1

府民に提供するサービスその他の業務の質の向上
	○　急性期・総合医療センターと成人病センターにおいて、ほぼすべての抗がん剤のミキシングを薬剤師が行う体制を整えたことは評価できる。
○　病院独自の取組みも必要であるが、医師確保は機構全体で取り組むべき課題。5病院が一体となり、有機的に人材を確保できれば、法人化した意義も大きい。こうした取組みを次期中期計画に盛り込んで欲しい。
○　看護師確保について、府立大学との連携方策を検討すべき。

○　患者満足度調査については、病院ごとに評価されている点、改善すべき点を分析し、引続き今後のサービス向上に活かして欲しい。 

○　待ち時間の測定方法を5病院で統一すべきである。診療、投薬、会計の待ち時間の合計の平均では分かりにくいので、段階ごとにデータを示すなど、資料の改善をお願いしたい。

○　コンプライアンスの取組みには終わりも特効薬もない。常に意識して警鐘を鳴らし続けることが重要であり、強化につながる。

○　科学研究費補助金について、機構として研究の必要を認めるのなら、医師への事務的な支援をさらに行うべき。
	○　「全体評価③特筆すべき取組み」（3ページ）、「②その他考慮すべき事項」（6ページ）に記載
○　「評価にあたっての意見、指摘等」（7ページ）に記載


	3-2

業務運営の改善及び効率化
	○　経費節減については、診療材料の購入の工夫等で、効果を上げてきたが、近い将来、頭打ちになると考えられる。非常に難しいとは思うが、今後、新たな経費抑制方策も検討して欲しい。
	○　「評価にあたっての意見、指摘等」（9ページ）に記載

	3-３
財務内容の改善
	○　今回有利に働き、増収につながった診療報酬の改定は2年に一度あり、収入の見込みが立てにくい。一方で医師の定員は増やしており、医師確保に取り組んでいることから、今後、給与費の増加が見込まれる。現時点では計画どおりと言えるが、収支の予測が立てにくいところは悩ましい。
	○　「進捗状況の確認にあたっての意見、指摘等」（11ページ）に記載
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